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１月号

副校長セクウェーラ・ナビーン・ジョセフ神父

希望に満ちた巳年の光とともに

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
お
正
月
は
ご
家
族
で
一
年
の

抱
負
を
話
さ
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
、
早
寝

早
起
き
が
出
来
な
か
っ
た
子
、
忘
れ
物
が
多
か
っ
た

子
な
ど
な
ど
・
・
・
、
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
当
た
る
事

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
一
年
の
計
は
元
旦
に

あ
り
」
と
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
切
な
こ

の
時
期
に
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
話

し
あ
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
月
の
生
活
目
標
は
「
時
計
を
見
て
、
行

動
し
よ
う
」
で
す
。
年
の
初
め
の
こ
の
月
に
し
っ
か

り
心
を
引
き
し
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
１
年
生

で
も
時
計
の
読
み
方
の
学
習
を
終
え
、
時
計
を
見
な

が
ら
時
間
を
守
る
こ
と
を
学
校
生
活
で
生
か
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
中
に
は
、
時
間
の
割
り
振
り
が
う

ま
く
で
き
ず
、
授
業
の
始
ま
り
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ

た
の
に
、
学
習
の
準
備
が
出
来
て
い
な
か
っ
た
り
、

慌
て
て
ト
イ
レ
に
行
く
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
学

校
は
集
団
で
行
動
す
る
こ
と
が
多
く
、
時
間
を
守
ら

な
け
れ
ば
授
業
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。「
時
は
金

な
り
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
も
あ
り
ま
す
。
ご
家
庭
の

方
で
も
時
間
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
お
話
し
て
い

た
だ
き
、
学
校
生
活
や
家
庭
生
活
の
中
で
も
実
践
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
時
間
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ

が
子
ど
も
た
ち
に
浸
透
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
生
活
部

　保護者の皆様、児童の皆様、新年おめでとうございます。皆様のご家庭では、新年をどのように迎えら
れたのでしょうか？ 恒例の鏡餅やしめ縄を飾り、除夜の鐘を聞きながら新年を迎えられたご家庭、または
年越しを旅行で迎えられたご家庭もあることでしょう。形は様々ですが、夢と期待の中、皆様が清々しい
喜びとともに新年を迎えられたことを共にうれしく思います。
　2024 年の良い思い出や頑張ったことは、今年 2025 年に活かし、心残りのあることは「去る者は追わず」
の心で、新しい年にリセットして、日々幸せに、元気に頑張っていきましょう。
　2025 年は十二支では「巳（み）年」、蛇年です。日本では古来、巳年・蛇年はどのように受け止められ
てきたでしょうか。
　蛇は脱皮を繰り返して成長するため、「再生と変化」を象徴し、「繁栄」をも意味すると言われています。
また、金運と繁栄にも恵まれ、運勢の良い年とも言われています。昨今は物価上昇や経済的な厳しさがあ
りますが、この巳年が安定した生活ができる年となることを願い、希望を託したいものです。
　本校の現在 5年生は、巳年生まれの子どもたちで、人生初の生年祝いを迎える数え年 13 歳となります。
沖縄では、生まれ年を迎える方々を、ご家庭や地域によっては合同祝いで盛大に祝います。今年、巳年を
迎える皆さんが、神の祝福と健康に恵まれ、幸せに活躍できる素晴らしい年となるよう、期待と希望を持っ
てお祈りいたします。
　希望といえば、カトリック教会では 2025 年を「聖年」として祝います。教皇フランシスコは、この聖
年のテーマを「希望」として全世界に発信しています。どのような状況にあっても、私たちは押し寄せる
苦難に負けることなく、「夢と希望」を持って未来を切り開き、明るくたくましく生き抜く力が求められま
す。親の姿勢や生き方が、その背中を見て育つ子どもたちの未来をも明るく輝かしいものにするでしょう。
　教皇フランシスコは「希望とは、神が私たちを決して見捨てないという確信であり、共に歩まれること
を信じる力です」と語られています。この希望は私たちの心に光をもたらし、困難な時こそ力となります。
信仰に根ざした希望が、子どもたち一人ひとりの未来を照らし、社会全体をより良い方向へ導いていく原
動力となるでしょう。
　「主に望みをおく人は新たな力を得、疲れることがない」（イザヤ書 40 章 31 節）。辛い時や疲れた時に
は、この言葉を思い出し、力をいただきましょう。
　「一年の計は元旦にあり」という言葉がありますが、今年 2025 年も 12 月までと思うと長く感じるかも
しれません。しかし、日々忙しく過ごしているうちに、あっという間に過ぎていきます。「光陰矢の如し」
です。今年はどんな年にしたいか、どのように過ごそうか、子どもたちやご家庭で既に話し合われている
ことと思います。ご家庭でも、学校生活においても、子どもたちが健やかな笑顔の中で学び、成長する 1
年となりますように。そして、皆様のご家庭が神の恵みを豊かに受け、2025 年を希望と新たな力の年とな
るよう、心からお祈りいたします。

　　

　



1 月・２月の行事予定
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「
時
間
を
守
ろ
う
」

　県内の新型感染症の状況により変更の際は、じんじんメールでご連絡いたしますので、必ずご確認下さい。
欠席連絡は、メールシステムをご利用ください。

　　　　　　
1月　 7 日 ( 火 )　児童集会（給食あり）
　　　　　　　　 通常授業登校 8：20　スクールバス 15：45
　　　7日 ( 火 ) ～ 17 日 ( 金 )　3 年生個人面談 
　　  10 日 ( 金 ) ～ 11 日 ( 土 )　5 年生自然教室（石川青少年の家）
　　　　　　　　 ※詳細は配付済の資料をご参照ください。
　　  25 日 ( 土 )　第 3回 英検
　　  29 日 ( 水 )　学習発表会（児童向け）5校時までの短縮授業
　　　　　　　　 ※ドライブスルー下校時刻の詳細はメールにて
　　　　　　　　 お知らせいたします。
2月     1 日 ( 土 )　学習発表会（保護者向け）
　　　　　　　　（午前 2部・午後 2部の学年入れ替え制）
  　　　3年生・6年生は家庭学習日
  　　　各学年の登下校時間や詳細は決まり次第お知らせいたします。
　　　　　　　　学年別登校のため、スクールバスは運行いたしません。
 12 日 ( 水 )　6 年生を送る会顔合わせ（通常授業内で行います）
 19 日 ( 水 )　6 年生を送る会（5・6校時に行います）
           22 日 ( 土 )　転入テスト・新 1年 2次募集入試 ( 児童は家庭学習日 )
           26 日 ( 水 )　小 5高 1交流会（5・6校時）


